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６ ．環境経営方針を全社員に周知します。

　　　代表取締役 　岡下　友枝

．水使用量の削減に取組みます。

作成日： 2018年　6月　  1日

．環境に配慮した収集運搬に取組みます。

．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

．二酸化炭素排出量の削減の為に省エネルギーなどを推進します。

ご　挨　拶

環 境 経 営 方 針

（電力・ガソリン・軽油削減、等）

改定日： 2023年　6月　  1日

　有限会社ネクサス・ラインは、西日本を活動範囲とする運送業務の企業です。　平成１７年の設立以来、
多くの   お客様から絶大なる信頼とご支援を賜りながら変わらぬ堅実な経営を営み、お陰様で現在も営業
を続けております。
　エコアクション21に基づく環境経営システムを運用し地球環境にやさしい企業となるよう努力すると共に、
今後も安心安全に心掛け、長くお付き合い頂ける企業を目指して従業員一同努力してまいります。

　当社は、産業廃棄物収集運搬業及び一般貨物自動車運送業の分野において、地球環境の保全のため
に環境負荷の一層の低減を図るため、定期的に経営における課題とチャンスを明確にし、社内一丸となっ
て自主的・積極的に継続的改善活動を行い、環境への取り組みを推進します。

．自社が排出した廃棄物を適正に処理します。
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名

有限会社　 ネクサス・ライン

代表取締役　 岡下　友枝

（２） 所在地

本　　　社 〒678-1185　兵庫県赤穂市東有年1194-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 代表取締役　　岡下　友枝 TEL: 0791-49-3556

担当者 代表取締役 岡下　友枝 FAX: 0791-39-3727

E-mail: nexus.line@gaia.eonet.ne.jp

（４） 事業内容

  　 （５） 平成17年 5月24日

  　 （６） 資本金 10 百万円

（７） 事業の規模

 売上高 234 百万円 （2022 年度実績）

運搬量総量 160,524 トン （2022 年度実績）

廃棄物収集運搬量 9,568 トン （2022 年度実績）

従業員数　　　　　 20 名

本社延べ床面積　　　 76.87 ㎡

本社敷地面積　　　 2,076 ㎡

（８） 事業年度 5月～翌年4月

（９） 組織図
代表取締役

環境管理
責任者

総務部 収集運搬班 営業部

②一般貨物自動車運送業

法人設立年月日

（受託した産業廃棄物の収集運搬量　：　内訳　

環境事務局

（木くず　約5,250ｔ　、廃プラスチック　約2,520ｔ　、ゴムくず　約1,700ｔ 他）

①産業廃棄物収集運搬業
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【役割・責任・権限】

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

部門長 ・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・経営における課題とチャンスの定期的な明確化
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

役割・責任・権限
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（１０） 許可の内容

■産業廃棄物収集運搬業許可

兵庫県 岡山県 大阪府 島根県 徳島県

02806128628 03301128628 02700128628 03200128628 3600128628

2006年7月25日 2007年8月1日 2020年10月8日 2020年9月15日 2022年10月20日

2026年7月24日 2026年7月31日 2025年10月7日 2025年9月14日 2027年10月19日

燃 え 殻 〇 〇 〇 〇

汚 泥 〇 〇
廃プラ スチ ック

類 〇 〇 〇 〇 〇

紙 く ず 〇 〇 〇 〇 〇

木 く ず 〇 〇 〇 〇 〇

繊 維 く ず 〇 〇 〇 〇 〇

ゴ ム く ず 〇 〇 〇 〇

金 属 く ず 〇 〇 〇 〇
ガ ラ ス く ず ・
コ ン ク リ ー ト く ず
及 び 陶 磁 器 く ず

〇 〇 〇 〇 〇

鉱 さ い 〇 〇

がれき類 〇 〇 〇 〇 〇

ば い じ ん 〇 〇 〇 〇

以上 12 種類 以上 12 種類 以上 8 種類 以上 10 種類 以上 12 種類

無 無 無 無

（１１） 施設等の状況

■産業廃棄物収集運搬用車両

車 種

セミトレーラー 姫路　130　う 9903

キャブオーバー 姫路　100　か 9244

ダンプ 姫路　130　う 9906

ダンプ 姫路　100　か 9655

ダンプ 姫路　130　う 9902

ダンプ 姫路　100　き 194

ダンプ 姫路　130　え 9905

（１２） 一般貨物自動車運送事業

許 可 番 号

許可の取得年月日

第 ５ ２ ９ 号

平 成 19 年 9 月 28 日

車 番 最 大 積 載 量

10,800 kg

9,100 kg

10,300 kg

9,500 kg

10,800 kg

11,500 kg

ー

積替保管許可の有無

取

扱

産

業

廃

棄

物

の

種

類

許可番号　　（第　128628　号）

許可の取得年月日

許可の有効年月
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Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動

登 録 組 織 名 ：
対 象 事 業 所 ：
活 動 ：

Ⅳ．主な環境負荷の実績

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 556,306 579,242 673,275 661,220

ｋＷｈ 4,589 2,343 4,989 3,300

Ｌ 1,940 1,899 1,917 2,041

Ｌ 213,001 218,755 254,672 250,166

g 121 771 0 0

ｔ 0 0 0 0

㎥ 318 182 217 310

ｔ 115,038 125,810 163,111 160,524
ｔ 7,252 7,977 8,543 9,568

Ⅴ．環境目標及びその実績

（１）中長期目標(年度トータル）

基準値 目標 目標 目標

kg-CO2 673,275 671,928 670,581 669,235

対基準（％） 100 (△0.2％） (△0.4％） (△0.6％）

kWh 4,989 4,979 4,969 4,959

kg-CO2 1,587 1,583 1,580 1,577

0.318 Kg－
CO2/kwh

対基準（％） 100 (△0.2％） (△0.4％） (△0.6％）

Ｌ 1,917 1,913 1,909 1,905

kg-CO2 4,447 4,439 4,430 4,421

2.32 Kg－CO2/L 対基準（％） 100 (△0.2％） (△0.4％） (△0.6％）

Ｌ 254,672 254,163 253,653 253,144

kg-CO2 667,241 665,906 664,572 663,237

2.62 Kg－CO2/L 対基準（％） 100 (△0.2％） (△0.4％） (△0.6％）

ｇ 0 実態把握 計画・実行 計画・実行

㎥ 217 217 216 216

対基準（％） 100 (△0.2％） (△0.4％） (△0.6％）

㎞/L 2.49 2.49 2.50 2.50

対基準（％）
（＋0.2%） （＋0.4%） （＋0.6%）

①電力使用量削減

②ガソリン使用量削減

有限会社　ネクサス・ライン
本社
一般貨物自動車運送業、産業廃棄物収集運搬業

ガソリン使用量

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

　　排出量合計

2022年度

項　目

二酸化炭素総排出量

受託した産廃収集運搬量

Ⅰ. 二酸化炭素

総排水量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

軽油使用量

2021年度

電力使用量

Ⅱ.自社排出廃棄物の削減

Ⅲ.水使用量の削減

運搬総量

2024年度

Ⅴ.受託した運搬における環境
配慮
（収集運搬車の燃費向上）

2023年度

③軽油使用量削減

※電力の二酸化炭素排出量は、関西電力㈱0.318kg-CO2/kWh、2019年度　調整排出係数を用いて算出した。
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（２）2022年度実績（2022年5月～2023年4月）

kg-CO2 673,275 671,928 661,220

対基準（％） 100 (△0.2％） 102%

kWh 4,989 4,979 3,300

kg-CO2 1,587 1,583 1,049

0.318 Kg－
CO2/kwh

対基準（％） 100 (△0.2％） 151%

Ｌ 1,917 1,913 2,041

kg-CO2 4,447 4,439 4,735 ×

2.32 Kg－CO2/L 対基準（％） 100 (△0.2％） 94%

Ｌ 254,672 254,163 250,166

kg-CO2 667,241 665,906 655,435 101.6% 〇

2.62 Kg－CO2/L 対基準（％） 100 (△0.2％）

ｇ 0 実態把握 0

㎥ 217 217 309

- (△0.2％） 70%

㎞/L 2.49 2.49 2.50

対基準（％） （+0.2％） 100%

×
Ⅲ.水使用量の削減

100.2%

注）評価欄　　○：達成（100％以上）　、△：やや未達成（100％未満～95％以上）　、×：未達成（95％未満）

－

○

Ⅵ．受託した運搬における環境
配慮
（収集運搬車の燃費向上）

2022年度実績
2021年度実績

基準値

93.7%

Ⅰ. 二酸化炭素

　　排出量合計

評価

70.2%

実績

①電力使用量　削減

②ガソリン使用量削減

③軽油使用量削減

151% 〇

－

（2022年5月～2023年4月）

達成度（％）

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

目標

101.6% 〇

Ⅱ.自社排出廃棄物の削減

7



Ⅵ．環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容
◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

〇

○
○
○
○

○
○
◎
○

◎

◎

〇
○

水使用量の削減
×
×

〇
〇

○

Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守評価
遵守

遵守
遵守

遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反、訴訟、或いは環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

産業廃棄物の適正な収集運搬

・適正空気圧、点検整備等の徹底

（目標達成）

・燃費向上運動の推進
・効率的ルート収集、エコドライブ、計画収集の励行

修理業者に3ヶ月点検をお願いすると共に　運転者自身も車両管理エコ
運転の意識も高めていきたい。

・洗車管理（時間・回数・高圧洗浄）の徹底

・分別の徹底による再資源化

消防法

・節水運動の推進

・ＯＡ機器の省エネモード設定

（目標達成）

・地下水の利用

・コピー用紙の削減

達成できました。今後一層のアイドリングストップ、急加速、急発進など
運転者一人一人が心がけエコを意識して運転する様心掛けます。

ゴミの分別、削減の努力をする。

未達成でした。従業員一同で工夫して節水を意識するようにしてまいり
ます。

・効率的なルートで営業
・冷房の控えめ使用

・急加速・急停車の抑制

廃棄物処理法
遵守すべき主な要求事項

消火設備の点検整備

適用される法規制

自動車燃料（軽油）による二酸化炭素排出量の削減

・アイドリングストップ

（目標未達成）

自動車NOx・PM法

受託した産業廃棄物の収集運搬における環境配慮

収集運搬用トラックの排ガス規制の遵守

道路運送車両法 収集運搬用トラックの日常点検・定期点検・整備及び記録保管

自社排出廃棄物の削減

・買換え時は燃費マークを優先する

・効率的なルートで収集

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・アイドリングストップ

・下記の通り

自動車燃料（ガソリン）による二酸化炭素排出量の削減

（目標達成）

評価結果と次年度の取組内容

電力による二酸化炭素排出量の削減

取り組み計画

（目標未達成）

アイドリングストップ、効率的な営業を心がけたものの未達成でした。さ
らに検討して推進して行きたいと思います。

・ハイブリッド車など低燃費車に更新

達成にできました。事務所新築により基準年度を2021年に変更しまし
た。今後、一層節電に心掛けていこうと思います。

（目標未達成）

数値目標は、軽油削減は達成したもののガソリン削減においては、未
達成でした。節電活動を始め、エコドライブなど、可能な限り活動を行っ
てきました。。今後も変わらずエコを意識していきたいと思います。詳細
内容は以下の通り。

（目標達成）

・昼休みの消灯
・不要照明の消灯

二酸化炭素排出量総量の削減
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Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

代表取締役 岡下友枝

□環境活動の紹介

入口表示 産業廃棄物収集運搬

2023年6月1日

今年度もなお様々な物価の上昇が続いています。

アイドリングストップ、急発進急加速をせずエコドライブで燃費向上。節電、節水等に心がけてコスト削減に心がける等

「環境経営方針及び実施体制」についての見直しは、不要と判断しました。

　

　

中でも原油価格の高騰は、運送事業者にとって直接的に重要な問題となり　経費の大きなウエートを占めております。

間接的にも値上がりによりコスト削減が、必須となってまいりました。

今年度も緊急事態、外部からの苦情もありませんでした。

　エコアクション21の目標もまだまだ未達成の項目が多いですが、従業員の意識は、少しずつ身に付いてきたように思われます。

今後とも　従業員一丸となってエコアクション21の環境経営活動に取り組んみ目標達成していきたいと思います。
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